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電力改革及び東京電力に関する 

閣僚会合 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

・メンバー 
議 長 ：藤村官房長官、 
議長代行：枝野経産大臣兼賠償支援機構大臣 
副議長 ；細野原子力担当大臣、古川国家戦略大臣 
構成員 ：安住財務大臣、中川文科大臣、齋藤官房副長官 

原子力 
担当大臣 

原子力安全対策 
原子力の事業体制 

エネルギーベストミックス 
（原発への依存度低減のシナリオ） 

環境大臣 原子力担当大臣 経産大臣 

温暖化対策 
（国内対策） 

新・原子力 
政策大綱 

新・エネルギー 
基本計画 

経産大臣 

電力改革 
（東京電力による賠償の問題、電力供給のあり方等）       

賠償支援
機構大臣 

経産大臣 

東電による損害賠償
の進捗管理支援 

エネルギー・環境会議 （国家戦略担当大臣） 電力改革及び東京電力に関する閣僚会合 （官房長官） 

＝ 

 ・ベストミックス（原発依存度低減、再生可能エネルギー導入拡大等）を推進するためには、 
  それを支える電力改革（電力経営の効率化、送電・配電システム強化）が不可欠。 
 ・両会議の事務局は内閣官房・国家戦略室が中心となって関係省庁で支える体制とし、 
  連携を図る。 

電力供給のあり方 
電力料金制度 

・メンバー 
議 長：古川国家戦略担当大臣、 
副議長：枝野経産大臣、細野環境・原子力担当大臣 
構成員：玄葉外務大臣、中川文科大臣、鹿野農水大臣、    
      前田国交大臣、長浜官房副長官  

電力需給に 
関する 
検討会合 

・メンバー： 
座長： 
藤村官房長官 
座長代行： 
枝野経産大臣 
構成員： 
総理を除く全閣僚 
 

今冬・来夏
の電力需給 


